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＊　京都看護大学

労働省, 2015）。一方で、生後６か月以降は専門職
者による母乳育児支援は減少し（Hayashi et al., 
2022）、母親は十分な情報と支援がない中で、卒
乳を迫られていることが多いとが指摘されている

（本郷, 2016）。また、卒乳後に未完了感や心残り
を抱える母親もいることが報告されており（河村
ら, 2018）、母乳育児や卒乳に対して不安を抱える
親に対する支援が求められている。我が国の授乳・
離乳の支援ガイドでは、母乳育児の継続や卒乳に
関して、「支援者は母親等が子どもの状態や自ら
の状態から、授乳を継続するのか、終了するのか
を判断できるように情報提供を心がける」と述べ
られており（厚生労働省, 2019）、地域において専
門職者が母乳育児や卒乳に関する適切な情報提供
を行うことは、母乳育児や卒乳に対する親の不安
を軽減し、自信を持って育児を行うために有用な
支援であると考えられる。

I.　はじめに

　近年、少子高齢化や核家族化が進み、子育てを
する親の孤立や負担感の増大が課題となり、地域
における子育て支援の重要性が増している。特に、
授乳期及び離乳期は母子の健康にとって極めて重
要な時期であり、各時期に必要な情報を適切に提
供し、母親等の不安の軽減を図り、母親等が自信
をもって授乳や離乳をできるように支援すること
が重要とされている（厚生労働省, 2019）。
　授乳に関して、我が国では妊娠した女性の
93.4％が母乳育児を希望しており、生後６か月時
点で81.1％（母乳栄養53.8％、混合栄養27.3％）と
比較的高い割合で母乳育児が行われている（厚生

京都看護　第７号

実践報告

地域におけるオンライン卒乳教室の取り組み
─行政と大学との連携事業による子育て支援の実践報告─

林　里沙子＊

要旨

　京都市中京区と京都看護大学による連携事業において、「中京ベビーズサポートマーケットプ
ロジェクト」特別編として、地域に暮らす子育て世代を対象にオンライン卒乳教室を開催した。
２回開催し、母乳育児や卒乳に関心のある未就園児の親、計17名の参加があった。参加者は離
乳食開始後の子どもの親が多く、参加者の多くが母乳育児や卒乳に対する悩みや不安を抱えて
いた。教室参加後には安心したという声も聞かれ、情報提供や親同士の交流を通して、母乳育
児や卒乳に対する不安の軽減につながったと考えられる。今後も、子育て世代が安心して過ご
し、子どもが健やかに成長できるようなまちづくりを目指し、行政と大学が協働して支援を継続、
発展させていくことが課題である。

　Key Word：子育て支援、母乳育児、卒乳、オンライン、健康教育、域学連携



林　里沙子

─ 48 ─

2．オンライン卒乳教室の概要
1）テーマ
　オンラインベビサポ広場　特別編
　「卒乳のおはなし～自分らしい母乳育児や卒乳
について考えてみよう～」
2）目的
　母乳育児や卒乳に関する情報提供等を通して、
子育てをする親の母乳育児や卒乳に関する不安や
悩みを軽減すること
3）実施日時
　１回目　2022年９月22日（木）10:00 ～ 11:00
　２回目　2023年２月９日（木）10:00 ～ 11:00
4）対象者
　母乳育児や卒乳に関心のある未就園児の親
　各回10名程度
5）実施内容
　オンライン卒乳教室は、中京区役所地域力推進
室と京都看護大学が協働して実施した。主に、運
営は中京区役所担当者、プログラム作成および実
施は助産師である京都看護大学教員が行った。
　参加方法は事前申し込み制とし、申込時に質問
を受け付け、質問に対応する内容をプログラムに
含めるようにした。
　プログラムの構成は、参加者同士のコミュニ
ケーション、母乳育児や卒乳に関する情報提供、
質疑応答、個別相談とした（表１）。情報提供の
内容は、ガイドライン、テキストおよび先行研究

　京都看護大学では、地域の活性化及び大学の教
育・研究活動の活性化を目的に、2020年に京都市
中京区との包括協定を締結し、地域住民の健康増
進に向けた活動が行われてきた（井上, 2022; 三林, 
2022; 高城ら, 2022; 宇多ら; 2022）。今回その一環
として、京都市中京区と京都看護大学との連携事
業において、「中京ベビーズサポートマーケット
プロジェクト（以下、ベビサポ広場）」特別編と
題し、子育て世代を対象としたオンライン卒乳教
室を開催した。その実践内容および今後への課題
を報告する。

II.　実践内容

1．ベビサポ広場の概要
　ベビサポ広場は、京都市中京区役所及び区内の
子育て支援団体が連携し、情報提供やイベント開
催等を行う子育て支援プロジェクトである。各関
係者が強みを活かして協働し、親が子育てを楽し
み、子どもが健康で幸せに成長できるようなまち
づくりを目指して、2014年より実施されている。
講師は主に子育て経験のある母親で、ベビーヨガ
や抱っこ紐の講習会など様々なイベントが企画さ
れてきた。2020年９月以降は新型コロナウイルス
感染症に対応し、自宅等から参加できるようWeb
会議システムを利用した、オンラインベビサポ広
場が実施されており、気軽に交流できる場として
子育て世代の親子が利用している。

表１．オンライン卒乳教室のプログラム
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2．アンケート結果
1）参加者の概要
　プログラム終了後、オンラインフォームによる
無記名のアンケートを実施した。アンケートへの
回答は任意とし、回答しない場合にも個人は特定
されず、不利益を被ることはないことを説明した。
１回目６名、２回目５名の計11名から回答を得た

（回収率64.7％）。アンケートへ回答した参加者11
名の概要を表２に示す。参加者は第一子の親が７
名（63.6％）で、子どもの年齢の範囲は生後４か
月～生後１年５か月であった。子どもの離乳状況
は、離乳開始後が９名（81.8％）、授乳状況は母
乳のみが８名（72.7％）であった。
2）参加目的、母乳育児や卒乳に対する不安や悩み
　参加目的（複数回答可）は、「卒乳の方法を知
りたい」が11名（100％）と最も多く、次いで

「卒乳時の乳房ケアを知りたい」８名（72.7％）、
「卒乳時の子どもの変化や対応を知りたい」７名
（63.6％）であった（図１）。
　また、オンライン卒乳教室参加前に母乳育児や

（本郷, 2015; 本郷, 2016; 厚生労働省, 2019; Meek 
et al, 2022; 日本助産師会, 2015; 日本助産師会, 
2020; 脇 本 ら, 2019; World Health Organization

（WHO） et al., 2003; WHO et al., 2009; 山本, 2017）
などを参考に検討した。なお、今回のプログラム
では、母親側から働きかけて母乳育児を終了する
場合、子ども側から自然に母乳育児を終了する場
合などで区別せず、母乳育児を終了することを全
て「卒乳」と表現した。また、母乳育児や卒乳に
ついて画一的な内容を推奨するのではなく、参加
者自身が親子に合った母乳育児や卒乳について考
えられるような説明とした。

III.　結果

1．参加状況
　参加者は、１回目11名（母親10名、父親１名）、
２回目６名（母親６名）の計17名であった。個別
相談の参加者は、１回目５名、２回目１名であった。

表２．参加者の概要
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に対する気持ちの変化があったと回答した者は９
名（81.8％）であった。参加後の気持ちの変化と
して、卒乳は個人差があるということが理解でき
た、安心した等の意見が述べられていた（表４）。
4）オンライン卒乳教室への満足度、感想
　オンライン卒乳教室への満足度は、「不満：１」

卒乳に対する不安や悩みがあったと回答した者は
９名（81.8％）であった。参加前の不安や悩みと
して、卒乳後の乳房ケアへの不安等が挙げられて
いた（表３）。
3）参加後の母乳育児や卒乳に対する気持ちの変化
　オンライン卒乳教室の参加後、母乳育児や卒乳

表３．オンライン教室参加前の母乳育児や卒乳に対する不安や悩み（自由記載）

表４．参加後の母乳育児や卒乳に対する気持ちの変化（自由記載）

図１．オンライン卒乳教室への参加目的（複数回答可）



地域におけるオンライン卒乳教室の取り組み

─ 51 ─

げられる。オンラインによる母乳育児支援の有効
性はシステマティック・レビューにおいても示唆
されていることから（Gavine et al., 2021）、今後の
子育て世代への支援において、対面とオンライン
双方の利点を考慮し、実施方法を検討していく必
要がある。また、参加者数についても肯定的な意
見が述べられており、コミュニケーションが行え
る少人数での実施も効果的であったと考えられる。
　今回は教員のみで実施したが、域学連携におい
ては、大学生と大学教員が地域の現場に入り、地
域の課題解決又は地域づくりに継続的に取り組む
ことが求められている（総務省, n.d.）。今後は、
大学生の参加についても検討し、看護学を学ぶ大
学生が地域に暮らす人々の健康に関心を持ち、子
育て世代への支援についての学びを深め、地域の
活性化につなげていけるよう、発展させていくこ
とが課題である。さらに、子育て世代の課題につ
いて幅広い視点でとらえ、域学連携による支援を
実施、評価していくことが課題である。
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～「満足：５」までを５段階で評価し、4.6±0.5（平
均±標準偏差）点であった。また、感想や意見と
して、オンライン形式や時間設定等の方法や情報
提供内容について、良かったという肯定的な意見
が挙げられていた（表５）。

IV.　考察および今後の課題

　参加者は１歳以上の子どもの親が多く、参加者
の８割以上が母乳育児や卒乳に関する不安や悩み
を抱えていたことから、卒乳まで見据えた長期的
な視点での母乳育児支援の必要性が示唆された。
また、参加後の気持ちの変化として、安心したと
いう意見や、今後このようにしていきたいといっ
た自身の状況に合わせた意見が述べられていた。
このことから、母乳育児や卒乳に関する情報提供
や参加者同士の交流を通して不安軽減につなが
り、オンライン卒乳教室の目的は概ね達成できた
と考えられる。
　実施方法については、これまで継続的に行われ
てきた「ベビサポ広場」の特別編として行うこと
で、子育て中の親も気軽に参加しやすく、行政に
よる地域住民への支援と大学による専門分野の知
見を活かした取り組みになったと推察される。今
回は、新型コロナウイルス感染症対策の観点から
オンライン形式としたが、他にも子どもの機嫌や
授乳状況に合わせて参加できるといった利点が挙

表５．オンライン卒乳教室に対する感想や意見（自由記載）
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